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子どもたちが興味 • 関心をもつような活動や晶査見学を取り入れた単元託面が必要である。 また，他の友
だちとの学びの交流を考慮した学習課題が大切である。学習課題とは，子どもたちの問題箇勧もスター
トし， 湘互の詞艘をしあう中芍架ヒ発展していくものである。学習課題と出合ったとき，子どもた
ちは様々な疑問をもちながら追究をはじめる。問題瞬央への追究の見通しがもてる切実感灰ある学習課題
でなければならない。
(2) ひとり学習における子どもの変容
学習課顎と稼圏的にかかわっていくと，ひとり学習の問題廊勧ゞ深まっていく。指導者にとって一人一人
のみとりと支援加持に重要になってくる。ノー トや作文，発言から個々の学びをみとり，子どもたちの変
容を把握しながら単冠淵祁こいかしていきたいと考えている。個口芯じた吏髪をすることで，子どもたち
が調べてきた様々な考えをつなぎ，焦点化しながら全体学習をつくっていく。
(3) 子どもの関甜生をとらえる
ひとり学習で拇ぐてきたことや考えてきたことを全体学習で他者と対話させる中で， 一人一人の学戌乃
質を高めることができる。日々び受跨や生活雌策子を座席表などで言改泉してきたことをもとに子どもの関
係性をとらえた上で，対話学習ではともに学び，練り合う場面を特に大切にしたいと考えている。
4. 研究の胴面
自分の思いや考え方の根拠となる資絆等を，ひとり学習でみとるとともにその変容を把握する。様々な
活動におけるノートや侑妃等で，個々の学びをみとり評価する。全体学習では，話し合し活動を通して，
対話の深まり方を探り，評価する。子ども自身が学習を振り返る作文で，公正力て総合的に半1駒吋る力が
育っているかを評価する。 単元の導入と終末には作文を書いて， 自ら変容を意識し，確かめるよ
うにしている。また，学びの足跡を掲示したもので確認したり，個々でファイリングしたりするこ
とで，新たな課題を見つけて学びを深めている。
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